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新たな挑戦～みんなで心合わせて
１・２年生運動部は三田市新人大会がこの週末にありました。壮行会での決意表明にもあったよ

うに、新チームとして新たな気持ちで積み重ねてきた約２か月の暑い中での練習の成果を発揮し、
今持てる精一杯の力で挑戦してくれました。今回の大会を通して気づいたことをいかし、自分たち
の目指すゴールに向け今の自分達に必要なことを考え実践していこう。心をあわせて。
また、10月には大きな行事の一つである文化祭があり、間もなく準備に忙しい日々が始まります。

文化部の取組を発表する場であり、皆さんの授業での取組の発表する場でもあります。各学年から
は調べ学習の発表や行事の報告があり、美術や家庭科、理科などの教科作品展示も行われます。今
授業で取り組んでいるものもまだあると思います。皆さんの頑張りを保護者や地域の方に見ていた
だける貴重な機会ですから、心を込めてていねいに仕上げてください。楽しみにしています。そし
て、文化祭といえばクラス全員で心をあわせて取り組む合唱です。まずは一人一人がそれぞれ練習
し、指揮者・伴奏者とともに心をひとつにしてみんなで美しいハーモニーを奏でてください。合唱
に学級みんなの思いや願いを込めて、聴いている人の心に届けてくれることを楽しみにしています。
それでこそ、文化祭テーマである”Today is a gift.”となるのではないでしょうか。
２学期が始まってあっという間にひと月が終わりました。皆さんが仲間とともに過ごす学校生活

は、何気ない日々の積み重ねでできていて、一日一日が皆さんの人生において大切な日々です。
Time Flies. 今という時を自分と仲間を大切に過ごしていこう。

接戦に次ぐ接戦～最後までわくわくし白熱した体育大会
Sustaina Fuji～だれ一人取り残さないあたかかな学校に

9月12日青空の下、生徒会長を先頭に、青ブロック・黄色ブロックの順に、大きく手を振り足を上げ堂々と
見事な行進を見せ入場し、第33回体育大会の幕があがりました。開会式で校旗掲揚時の校歌斉唱は実に４
年ぶりでしたが大きな声で精一杯歌う姿や保体委員長の選手宣誓に「全力でがんばるぞ」という意気込み
が溢れ、みんながこの体育大会を楽しみにし自分達の手で成功させたいと願う心がと伝わってきました。
演技の２番、３年生が夏休み中から準備し、手作りしたブロックカラーの黄色のメガホンや青い扇子をそれ

ぞれが持ち、これまた４年ぶりに声を出しての演技が可能になったエール交換が始まりました。両団とも一生
懸命に大きな声で自分の団と相手の団を讃え、またダンスで観客を魅了しました。
全ての競技で頑張るみんなの笑顔が輝き、その結果に一喜一憂した一日でした。特に各学年の学年演技

への取組が素晴らしく、互いに協力し、競技に全力を尽くし戦い、勝利に喜び、惜敗した悔しさに涙する場面も
ありました。互いの苦労やここまでの努力を知っているからこそ、最後まであきらめずに戦った相手を心ゆくま
で拍手で讃える姿が見られ、その姿に心が温まりました。
生徒会が考え準備し、これまた４年ぶりにひまわり特別支援学校交流生と一緒に競技できた生徒会種目。

まさに今回のテーマ「だれ一人取り残さない」を顕した競技でした。人は違っていてあたりまえ、できることもあ
れば、苦手なこともある・・・いろいろな人が協力し、いろいろな形で参加できる競技を考えてくれました。
応援リーダーや係活動や生徒会の仕事と、競技に出る以外に一人で何役も引き受けてくれた人も多くいま

した。３年生団長を中心としたリーダーは前に立ち懸命に１・２年生に語りかけ、団をまとめ盛り上げてくれまし
た。何事にも力を惜しまず取り組む３年生の姿が良い手本としてあったからこそ、1・2年生の気持ちも上がり
練習から全力で取り組み、結果素晴らしい体育大会になったのだと思います。今回みんなで互いのことを考え
理解しあい自分のできることを精一杯行い、あたたかな声かけをしながら支えあって取り組んで来た体育大
会です。ここでの周りに対する心遣いや前向きな行動を今後の学校生活や行事に生かし、「誰ひとり取り残さ
ない、温かな学校」を自分たちの手で創っていきましょう。
競技も応援も１点を争う接戦でした。みなさん自身もとてもワクワクしたのではないでしょうか。実は皆さん以

上に来賓や保護者の方々も楽しんでくださったようで、食い入るようにみなさんの活躍する姿を目で追い撮影
し応援してくださいました。多くの方が「生徒たちみんな頑張っていましたね」や「とても楽しい体育大会でした」
といった感想を残されました。朝早くから多くの方にお越しいただき声援をいただいたおかげで、また、互いに
大きな声で応援しあったことが全員がいつも以上に大きな力を出す源となり、最後まで粘り強く頑張ることがで
きました。保護者の皆様にはお忙しい中最後までご観覧・ご声援をいただきありがとうございました。

≪9/29 避難訓練実施≫
９月には防災の日があり、避難訓練を毎年行っています。今回は地震を想定した訓練でした。以前は「大きな地震

は関西では起こらない」というように多くの人が信じており、地震に対する対策は脆弱でした。しかし、阪神淡路大
震災以降大きな地震があちらこちらで起こり残念ながら人的被害も少なくありません。また、遠くない未来に南海ト
ラフ大地震などが起こる可能性があり、その時予め準備しそれぞれが素早く避難できれば被害が予想の２割以下にな
ると言われています。一人一人が自分の命を守るため災害時に慌てず行動できるように避難訓練があるのです。
地震はいつどこで起こるか予測が困難ですが、地震の大きな揺れは最初の１分間でだいたいおさまると言われてい

ます。建物の中にいる場合、「①姿勢を低くする ②頭を守る（机の下入ることや座布団などで守る）③動かないこと」
などが原則だと言われています。大きな揺れがおさまったら、周りの状況を把握し、ガスの元栓をしめたり危険を排
除し、素早く避難に移ります。（＊建物の外の場合は異なります）
また、海が近い場合は、地震の後に津波が心配されます。避難の心構えとして津波避難３原則があります。「①想定

にとらわれるな ②最善を尽くせ ③率先避難者たれ」と。実際、東日本大震災の時、岩手県釜石市では学校に通って
いるの児童生徒は全員無事でした。発災当時の釜石市の児童生徒の行動を三原則に当てはめると,①地震による停電で
校内放送はなし、ハザードマップ想定では学校は浸水しないとなっていたが、過去の明治三陸地震で最大13.4mの津波
が来ていたことを学習していたため、直ちに避難を開始した。②避難先の一次避難場所では標高が低く、土砂災害の
リスクもあることに気づき、二次、三次避難場所へと次々避難した。③生徒たちは「津波だ！逃げろ！」と大声を上
げながら避難したことで、地域の人もその声に促されて一緒に避難した。このように、
児童生徒自身が自分たちで判断し「避難の三原則」のもと行動したことで多くの命
が守られました。
どのような場合も最後は自分で判断し避難することになります。こういう時には

こうしようというのをあらかじめ決めておき、いざという時に慌てないよう日ごろ
から準備しておきたいものです。災害がないのが一番いいですが、万一の時のため
に備えをしておく＝自分や家族、仲間の命を守ること だと心に留めて訓練に真剣
に臨んでほしいと願っています。

～ の予定
最終下校：10月(三田市新人大会まで)：17:45 ・１０月(丹有大会まで)：17:30 ・１０月（丹有大会以降）：１７：１５

１１月～１月：１７：００
１０月 給食 １０月 給食 １１月 給食

１ 日 三田市新人大会 １７ 火 体育館舞台設営 123 １ 水 KS 123
２ 月 予備日 KS 123 １８ 水 文化祭取組開始 KS 123 ２ 木 SC 123
３ 火 123 １９ 木 歯科検診 SC 123 ３ 金 文化の日

４ 水 生活アンケート KS 123 ２０ 金 1年和文化体験 SSW 123 ４ 土 三田市英語暗唱大会

５ 木 SC 123 ２１ 土 ５ 日
６ 金 専門委員会 PTA運営委 SSW 123 ２２ 日 地域ふれあいコンサート（吹部定演） ６ 月 ３年実テ 進路説明会 KS 123
７ 土 ２３ 月 ５時間授業 部活動なし KS 123 ７ 火 三田市中学校音楽会 123
８ 日 ２４ 火 123 ８ 水 生活アンケート KS 123
９ 月 スポーツの日 富士が丘秋祭り ２５ 水 丹有駅伝大会 KS 123 ９ 木 丹有音楽会 SC 123
１０ 火 123 26 木 文化祭準備 SC 123 １０ 金 専門委 PTA運営委 SSW 123
１１ 水 KS 123 27 金 第３３回文化祭 SSW 123 １１ 土
１２ 木 全校集会（壮行会） SC 123 ２８ 土 １２ 日
１３ 金 SSW 123 29 日 １３ 月 教育相談 KS 123
１４ 土 丹有新人大会 市駅伝大会 30 月 KS 123 １４ 火 テスト前部活動停止 123
１５ 日 3１ 火 ２年生校外学習 13 １５ 水 安全点検 KS 123
１６ 月 予備日 安全点検 KS 123 １６ 木 SC 123

＊SC,SSWへの初回のご相談の連絡は担任・教育相談担当へお願いいたします。生徒のみ、保護者の方のみでも
ご利用いただけます。お気軽にお話ください。＊ノー部活デーは木曜日。(大会前等は変更有・部から連絡いたします)

＊教職員の定時退勤日は学校として水曜日に設定しています。 教職員勤務時間は、8:15～16:45です。

☆お知らせ～9月以降の自動音声応答メッセージ対応となる時間帯☆①ー１が基本・①ー２から①ー４は例外
①-1 平日：三田市立小学校・中学校自動音声応答対応となる基本時間帯 16：45～翌朝７:45
①-２ 平日：部活動のある日で最終下校が17:１５の期間（10月・丹有新人大会後） 17：１５～翌朝７:45 SSW

①-3 平日：部活動のある日で最終下校が17:３０の場合(10月丹有新人大会まで) 17：３0～翌朝７:45
①-４ 平日：最終下校が16:４５より前の期間及びノー部活デー・休業中 16：45～翌朝７:45
② 土・日・祝日・学校閉鎖日 終 日
＊お子様の欠席・遅刻などのご連絡は、7:50～8:10の間にお願いいたします。ご連絡がなく、生徒の所在が
不明の場合は申し訳ありませんが、緊急連絡先へご連絡させていただきます。


